
【開催趣旨】

日本MFCAフォーラム 第5回MFCAセミナー（大阪会場）
2013年6月25日 （火） 14：30～17：00 （14：00開場）

MFCA（マテリアルフローコスト会計）は、2011年9月15日にISO14051として発行されました。

【発表内容】

また日本MFCAフォーラムでは、MFCAを活用した継続的な資源生産性改善について、研究会（WG：Working Group）

を設けて、その考え方を整理、体系化してきました。

本セミナーでは、持続的成長のために資源生産性改善を推進されようとしている企業のために、研究会で体系化した

「生産革新ツールとしてのMFCA」、「経営のMFCAとシステム化」と、日東電工株式会社における資源生産性の改善が

どのように経営に貢献したかを、環境報告書や有価証券報告書等の公開情報をもとに研究した成果も紹介します。

 主催：日本MFCAフォーラム

【主催・共催】

 大阪会場場所 ： 神戸大学梅田インテリジェントラボラトリ

 開催日時 ： 2013年6月25日（火） 14：30～17：00 （14：00開場）

【開催場所・日時】

発表テーマ（仮題） 講師※ 所属、役職等

基調講演 生産革新ツールとしてのMFCA 安城泰雄氏 MFCA研究所 代表

（日本MFCAフォーラム運営委員）

事例紹介 荒川工業株式会社におけるMFCA導入と展開 鈴木宏章氏 荒川工業株式会社

技術部技術課 グループ長

事例紹介 日東電工株式会社におけるMFCA導入事例および

次のＩＳＯ規格への動き

古川芳邦氏 日東電工株式会社

サステナブル・マネジメント推進部長

（日本MFCAフォーラム副会長）

研究報告 公開情報から読み解く、日東電工の資源生産性改善

成長戦略を支えた「環境負荷コスト」の材料ロス改善と省エネ

下垣彰氏 株式会社FMIC

チーフコンサルタント

（日本MFCAフォーラム運営委員）

（※ 講師は、事情により変更することがあります。）

MFCA（Material Flow Cost Accounting 2011年9月発行の ISO14051）は、

原材料、補助材料、エネルギーなど、マテリアルのロスを物量とコストで見える化し、

資源生産性の革新を支援する手法です。ISO発行を機に、国内だけでなく、アジアを

中心とした海外にも、急速に導入が広がっています。

本セミナーでは、MFCA導入を導入、志向されている企業のために、分かりやすい

MFCAの適用事例をご紹介します。



■日本MFCAフォーラム会員

・個人会員、学術会員、学生会員：1人 3,000円

・賛助会員：各会場2名まで無料 ※各会場2名を超える参加者は、1人3,000円

■一般参加者 ・1人 5,000円

参加方法 Ｅ-Ｍａｉｌでお申し込みください [e-mail] info@mfca-forum.com

【参加申込方法】

参加希望の方は、下記内容を、E-Mailにてお送りください。（宛先： info@mfca-forum.com ）

お申込み順にて受付し、後日、参加証・請求書を、E-Mailにて送付いたします。

お問合わせ先 日本ＭＦＣＡフォーラム 事務局：（FMIC内）下垣、浅野、梅北

TEL : 03‐3459‐8178  FAX : 03‐3459‐8179  E‐Mail : info@mfca‐forum.com

本個人情報は、日本MFCAフォーラムが実施するセミナー、イベント、アンケートのお願いなどに活用させていただくことがあります。
日本MFCAフォーラムは、収集した個人情報を適切に取り扱い、第三者への提供は行いません。
本情報の訂正、削除などをご希望される場合には、お問合せ先 「日本MFCAフォーラム 事務局」までご連絡ください。

第5回MFCAセミナー（2013年6月）

◆参加希望会場 ：

◆会員区分 ：

◆所属団体名 ：

◆住所 ：〒

◆所属部署 ：

◆役職 ：

◆氏名 ：

◆電話番号 ：

◆メールアドレス ：

【個人会員、学術会員、学生会員、一般参加者用】

第5回MFCAセミナー（2013年6月）

◆参加希望会場 ：

◆会員区分 ：賛助会員
◆所属団体名 ：
◆住所 ：〒
◆申込代表者氏名：
・所属部署 ：
・役職 ：
・電話番号 ：
・メールアドレス ：
◆参加希望会場 ：
・参加者氏名 ：

【賛助会員用】

※ご希望会場別に参加者名をお書きください。

MFCAセミナー大阪会場

日時 6月25日（火）14:30～17:00

会場 神戸大学梅田インテリジェントラボラトリ

住所 大阪府大阪市北区鶴野町 33
梅田ゲートタワー8階

交通 阪急「梅田」駅 徒歩３分
JR「大阪」駅 徒歩７分

地図 http://www.b.kobe‐u.ac.jp/access/osaka_room/index.html


